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1. 地域再生計画の概要
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地域再生計画とは
地域再生法（平成17年法律第24号）に基づく認定制度であり、地域が行う地域再生
のための自主的・自立的な取組みを総合的かつ効果的に支援するため、地方公共団体が
作成し内閣総理大臣により認定を受けた計画です。

位置づけ
（１）国の「地域再生法」に基づき自治体が独自に作成し、国の認定を受けることで、各
種の支援措置（交付金・税制優遇・規制緩和など）を活用できる枠組みとなっています。
（２）本市では、企業版ふるさと納税の受入に活用しています。
（３）総合戦略に基づいて策定されています。



２. 日進市の地域再生計画
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概要
・この「地域再生計画」は、地域再生法に基づいて日進市が作成した計画です。
・企業版ふるさと納税（企業が寄附を行うと税額控除を受けられる制度）を受け入れるた
めに必要な計画であり、寄附を活用して市の将来像を実現していきます
・寄附目標額は 11億円（2021〜2030年度累計） としています

企業版ふるさと納税
について

・寄附した企業は税額控除を受けられるため、地域に貢献しながら企業イメージの向上につ
ながります。
・日進市はその資金を使って、教育・子育て、防災、交通、産業振興などを推進し、持続
可能なまちづくりを進めます。
・寄附実績は、2021〜2024年度の累計で約4,200万円です。

基本目標
１ 子どもや女性が活躍するまちを創る
２ だれもが健康で長生きできるまち・地域共生社会を創る
３ 雇用を支え、にぎわい・活力が生みだされるまちを創る
４ 安全・安心な暮らしが続けられ、住むなら日進といわれるまちを創る



３．数値目標と実績について
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基本
目標 指標名 初期値 実績値

(2024年度)
最終目標値
(2030年度)

1
学校に行くのが楽しいと思う児童生徒の割合（％） 85.2 85.2 90.0
女性の働く場や機会に対する満足度（％） 18.4 22.9 23.4

2
健康だと思う市民の割合（％） 82.7 84.2 84.0
地域が支え合って暮らしていると思う市民の割合（％） 35.7 39.3 40

3

市内農業産出額（万円） 66,000 67,000 68,000
年間商品販売額（卸売・小売業）（億円） 1,488 1,823 1,698
製造品出荷額（億円） 1,126 984 1,179
日進市がにぎわいのあるまちと感じる市民の割合（％） 35.8 45.6 41.8

4

災害対策に対する満足度（％） 28.5 33.2 48
防犯や治安に対する満足度（％） 36.3 49.0 43
公共交通の利便性に対する満足度（％） 25.6 25.9 30
日進市を住み心地のよいところだと感じる市民の割合（％） 77.2 79.3 80.5



４．基本目標に対する主な取組について
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目標 施策 これまでの主な取組 今後の主な取組

子どもや女性が活躍するま
ちを創る

次代を担う子どもたちの学習環境の充実

・小中学校におけるICT環境整備（デジタル教科書全
教科、デジタル採点、フリースクール、ロボット型端末）、
空調設置
・ひとり親家庭等の小学生〜高校生の学習支援事業
・部活動地域展開、小学校増築、学級力向上、電子
図書館

・小学校適正化事業
・小中学校整備推進事業

女性が活躍できるトータル支援

・小規模企業等振興補助
・日進市地域職業相談室の運営
・母子家庭等日常生活支援事業
・ママジョブあいち、あいちマザーズハローワーク
・おとうさんとあそぼう
・母子健康推進事業

・子ども・子育て支援事業（民間企業との共創）
・放課後児童クラブ支援事業

だれもが健康で長生きでき
るまち・地域共生社会を創
る

健康づくりと生きがいづくりの支援
・食生活改善・運動推進支援員事業
・保険事業と介護事業の一体的実施
・こども医療費支給事業
・健康づくり事業（あいち健康プラス導入）

・健康づくり事業
・介護予防・生活支援サービス事業、一般介護予防事
業

つながりのある地域コミュニティの醸成と共助
のまちづくり

・重層的支援体制の整備
・認知症個人賠償保険、アクティブシニア倶楽部

・地域コミュニティ推進事業
・包括的支援事業（認知症地域支援・包括ケア向上
事業



４．基本目標に対する主な取組について
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目標 施策 これまでの主な取組 今後の主な取組

雇用を支え、にぎわい・活力
が生み出されるまちを創る

市内農・商工業の活性化と多様な連携の
推進

・6次産業化支援事業
・企業再投資促進補助金の交付
・企業誘致促進事業

・６次産業化推進事業
・企業再投資促進補助金の交付
・企業誘致促進事業

地域活性化の拠点整備 ・道の駅の整備
・ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ整備事業

・ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ整備事業
・都市計画総務推進事業
・北のエントランス拠点推進事業
・公共施設マネジメント事業

安全・安心な暮らしが続け
られ、住むなら日進といわれ
るまちを創る

安全・安心な暮らしと便利な地域交通網の
実現

・通学路交通安全プログラム整備事業
・野方三ツ池公園線整備事業、SIC整備
・機能別消防団
・くるりんバス、スクールバス混乗、自動運転バス
・高齢者移動支援

・交通安全対策事業
・公共交通対策事業（移動支援事業）

まちの魅力向上と多様な情報発信 ・にっしん観光まちづくり協会
・観光PR大使、地域ブランド構築、周遊型観光促進

・観光促進事業
・広報広聴活動事業



５．今後の取組について（ピックアップ）
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災害対策に対する満足度の向上に向けた取組

現状と課題 これまで、自主防災組織等に対する防災講座、地域住民を主な対象とした避難所開設運営訓練、
防災協定を締結している各種団体の参加による防災啓発イベント等を行っているが、参加者の固定化
や高齢化、災害時の行動に対する理解不足といった要因があり、想定した効果が得られていない。

今後の取組 災害対策に対する満足度の向上を図るために、総合戦略に基づいて、地域防災計画等のさらなる浸
透や災害協定締結団体等との協力体制の強化といった取組を行う。
地域防災計画やハザードマップ等については、定期的な修正、よりわかりやすい資料の作成に努め、訓
練時だけではなく、平時からの周知に取り組む。災害協定については、締結内容の公開やイベントへの
参加により、災害時の連携体制の市民への周知に取り組む。
なお、市内一斉防災訓練や防災イベント等を行うことで、現状行っている対策を改めて知る機会を設
け市民の安心感を醸成する。

総合戦略に記載はないが、避難所の簡易トイレやプライバシー保護のためのパーティションの備蓄数を
内部的なKPIとして設定し、客観的に災害対策の進捗管理を実施し、市民が災害対策の状況を可
視化して安全・安心な暮らしを実感していただけるように取り組む。

目標比5％の乖離があるもの



６．まとめ
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地域再生計画は、概ね計画どおりに進捗しています。
日進市は、人口減少社会において人口が増加している稀有な都市ではありますが、高齢化
率は上昇しており、今後さらに高齢化が進行する見込みです。
※2020年︓19.72％ ⇒ 2045年︓30.53％（出典︓総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」）

このような状況を踏まえ、総合戦略という大きな目標はぶれることなく堅持しつつ、変化する人
口構造に対応した施策を展開していくことが重要です。
企業版ふるさと納税等を活用し、子育てがしやすいだけでなく、高齢者となっても暮らしやすい
まちづくりを進めていく必要があります。さらに近年は、関係人口の創出・拡大も求められてい
ます。本市でも、令和4年3月に策定した「日進市シティプロモーション指針」の中で、『シビック
プライドの醸成に合わせて、「地域外(市外)の人が地城の魅力を推奨する意欲(地域推奨
意欲)」も高まっていくと予想されます』と記載されております。
総合戦略推進委員会につきましては、引き続き、より良いまちづくりに向けた提言をいただく場
としていきたいと考えています。引き続き皆様のお力添えをお願いいたします。



【参考資料】
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